
 

 

 

 

郷土資料館 ふるさと講座・歴史系第４回目の様子 

オンネニクルの森を歩こう 

と   き  平成 27年 10月 18日（日）午前 10時～14時 

と こ ろ  野付半島 

講   師  別海町郷土資料館 石渡一人 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所  

七山太氏・渡辺和明氏 

株式会社明治コンサルタント 重野聖之氏 

参加者数   ２２名 

講座の様子   今回、野付半島の地形・地質の調査を行っている産業技術総合研究所の七山太氏らの

好意により、講座に同行いただき野付半島の地形・地質、その成り立ちについてお話を

頂くことが出来ました。 

ネイチャーセンターでの説明の後、ナラワラ駐車場に車で移動し、海岸線や先日の台

風により打ち上げられた大量の砂礫を観察しました。 

オンネニクルの森に入ってからは、イドチ岬チャシ跡、野付 1.2遺跡を見学しました。

途中で検土杖を使用し、江戸時代に噴火した樽前山(1739 年)や駒ケ岳（1694 年）の火

山灰を観察しました。 

また、この森は国有林なので、普段は入ることが出来ないため、遺跡・地形・地質の巡

検のほか、枯れ木の景観などを見ながら程よい距離を歩くことから、大変好評でした。 

参加者の感想 

・勉強になると思う。今後に期待したい。学芸員さん、七山先生他諸先生  

たちの研究成果の発表が楽しみ～野付半島をよろしく。 

・野付半島に残るアイヌの遺跡だけでなく、半島の成り立ちについて実際 

に土壌を見ながら解説していただいたのは、とても面白かったです。 

・ナラワラが生えている所を歩くことができ、貴重な体験だった。地層を 

見ることで具体的に歴史を考えることができ良かったです。 

・野付半島の地形がどの様にして作られたか知ることが出来て、勉強にな  

りました。今後どのような地形になっていくのか興味を持ちました。 

・チャシ、地層の話も面白かった。あと、森の中のナラの大木も見れて良 

かったです。ありがとうございました。 

・遺跡の説明に加えて、野付半島の地質的な成り立ちも分かったので、と  

ても参考になりました。学校の授業に役立てたいと思います。ありがと 

うございました。 

・地層を掘った土の年代がわかり話を聞いてワクワクして聞いていました。 

このような研究をされている人の話を聞けて充実した 1日になりました。  

お疲れ様でした。 

・思いがけず地層等の話を専門家の方から聞けて、大変勉強になりました。  

自然・地質・歴史それぞれ専門家の方に集まっていただいて野付半島に 

ついてのサイエンスカフェのような座談会ができたらいいですね。今日 

は本当にありがとうございました。 


